３　次の(1)～(4)の事実をもとに、金属A～Eをイオン化傾向の大きい順に並べなさい。
(1)　B、C、Eは塩酸と反応したが、A、Dは反応しなかった。

(2)　A、B、C、Eは硝酸と反応したが、Dは反応しなかった。

(3)　Eは水と室温で反応したが、他は反応しなかった。

(4)　Bの化合物の水溶液中にCを入れたら、Bが析出した。

４　次の(1)、(2)の問いに答えなさい。

(1)　鉛蓄電池　PB｜H2SO4aq｜PbO2　が放電するとき、両極でどのような変化が起こるか、イオン反応式で表しなさい。

(2)　この電池を2.0Aの電流で1.0時間放電すると、正極および負極の質量はそれぞれ何g増加するか。

５　硝酸銀AgNO3水溶液を、白金電極を用いて0.500Aで3860秒間電気分解した。

次の(1)、(2)の問いに答えなさい。

(1)　陽極での変化をイオン反応式で表しなさい。

(2)　陰極での変化をイオン反応式で表しなさい。

(3)　両極に生成した物質は何か。その質量を求めなさい。

　　また、気体の場合、標準状態での体積を求めなさい。

３　

それぞれの条件からわかるイオン化傾向は

(1)　BCE　＞　AD

(2)　ABCE　＞　D

(3)　E　＞　ABCD

(4)　C　＞　B

この範囲では「析出」とはイオンが金属になること

まとめると

　E＞C＞B＞A＞D

４

(1) 
負極：Pb＋SO42－　→　PbSO4＋2e－　


正極：PbO2＋4H＋＋SO42－＋2e－　→　PbSO4＋2H2O
(2)　2.0A×3600s＝7200C

　　　7200÷96500＝0.0746mol（電子）

　　
　正極では電子2molでPbSO4が1molできるので、

　0.0746÷2＝0.0373molのPbSO4ができる。

　PbSO4＝207＋32＋16×4＝303なので

　0.0373mol×303≒11.3gのPbSO4ができて重さが増える。

　しかし、正極ではPbO2が0.0373mol溶けて、重さが減る。

　　PbO2＝207＋16×2＝239なので、

　　239×0.373≒8.9gのPbが溶けて、重さが減る。

　　11.3g増えて、8.9g減るので　11.3－8.9＝2.4g増加することになる。

　負極でも同様に電子2molでPbSO4が1molできるので、

　0.0373mol×303≒11.3gのPbSO4ができる。

　しかし、負極ではPbが0.0373mol溶けて、重さが減る。

　つまり、207×0.373≒7.7gのPbが溶けて、重さが減る。
　11.3g増えて、7.7g減るので、11.3－7.7＝3.6g






(答)　正極2.4g　　負極3.6g
５
(1) 
陽極　2H2O　→　O2＋4H＋＋4e－　
陽極での反応のしやすさ、第３位
(2)
陰極　　Ag＋　＋e－→　Ag

陰極での反応のしやすさ、第１位
(3)0.500A×3860s＝1930C
　　1930C÷96500＝0.02mol(電子)

　陽極では電子4molから酸素が1molできるので、

　酸素O2は0.02mol÷4＝0.005molできる。

　0.005mol×分子量32＝0.160g

　酸素は気体なので、0.005mol×22.4＝0.112Lとなる。

　陰極では、電子1molでAgが1molできるので、

　0.02molの電子では、0.02molのAgが析出する。

　つまり0.02mol×式量108＝2.16gのAgができる。
(答)　陽極O20.160g、0.112L
陰極Ag2.16g







